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さ
れ

ち
4
ま
た
.
終
り
の
部
分

､

T.
此

Ir
･
'
:
r
JT･.
-
｢
し

.
･･.

T

･.
下
モ
L
t;
tJ
3.等

･;
何
.(
I

り
書
せ
ふ
｣

と
い
＼ハ
位

tB
､
白
石
が
短
軸
向

に
し

て
幕

閣

を
去
り
､
十
分

に
そ

の
手
戚
音
源

/J
モ
な
か

っ
た

(
こ
こ
).)

億
も
笥
橋

の
あ
わ
は
別
と
局

わ
れ

J
当
麻

の
白

石
評
価

の

l
例
ヒ
し
て
浅
葱

を
ひ
く
モ
の
で
前
石
C

二

白

石
と
貞
女

周
知
の
透
り
､
伸
勢
貞
女
は
室

町
席
代
lX
常
呂
家
ヒ

し

て
軒

右
モ
伸
考

民
の
出
身

で
.
亨
頒
十

一
年
火
線

t
小
姓

巷
士
と
し
て
濃
両
幕

府
に
仕

(
た
人

で
あ

否
｡
作
者

缶
は

代

刀
武
家

の
放
棄

に
詳

し
か

っ
た

こ
と
と
.
春

tD
層
の
苛

と
に
よ
り
∴

重
文
四
武

の
祖

1
兵
衛

句
碑
･

幕
府

に
馨
り



さ
すt
千

石
を
給
仕

わ
余
香
こ
と
と
な

っ
た

｡
開
寮
J
車
や

･
兵
長

(
猿
学

課
)
･
鼻
透
と
代
を
重
ね
だ
が
､
父
貞
益

の
死
後

tti
モ
な
く
句

の
貞
陳
も
東
新

し
た
だ

‥の
､
零
府

TIP

一
旦
領
碓
考
召
上
げ
た
即.
､
占
末

の
名
家

の
斬
頗
す
石
巻

膚

ん
で
特
別

に
､
轟

乎
蔵
-
貞
丈

に
藤
式

の
短
錦
卓

許

し

､
旧
領
班
の
t
餌
-
三
百
石
の
塊
茎
与

(
､
車
台
の
列
に

加

.'
･,
の
た
Q
か
く
て
兵
丈

.1小生
活

の
壕
定
を
博
康

さ
れ

､
同
時

に
開
眼

に
モ
恵
ま
れ
る
1
一ヒ
と
な

っ
た

へ
小
鰭
番

士
再
肉
解
で
萄

っ
た
J

TT
廿
で
布
石
｡

か
や
,つ
に
故
実

の
繋
げ
暫

民
の
告
刈
で
葡

っ
た

と
い
,I-～

穐
肇
が
'
伺
.よ
り
モ
串
丈
を
白
石
と
葬
.JLj
f,:
け
石
き

ir
か

け
と
な

(ノた

ご
恩
は
水
石
の
で

~
茂
に
公
刊
を

罵

て
誇
た

l'
J
e･
O
O

頼
朝
畢
層
考

が
､
鼻

先

に
貞
丈
に
よ
っ

て
読

ま

れ
石
こ
レ｣

に
な

っ
た
モ
の
と

胎
を

さ
射
7
13
J
貞
女

の
在

世
中

に
お

い

て
､
白
石
の
着
書

は
冊
.･

#
の
承
り
撃
寄
寿
の

ほ
か
集
塵

か

上
梓
き
射
て
請
を
か
わ

-
お
ア

ワ
く
顛
文
は
学

山
-り
の
Jい

ケ
射
を
も
発
声
二
)
と
と
思
は
れ
石
が

~
学

の
佃
に
､
新
井

家

の
廟
葛
巻
連
接
膚
笥

す
石
磯
金

玉
モ
拝

す
充

た
や
･つ
で

二

ヨ
時
と
し
て
は
白

石
の
学
隷

に
ふ
封
至

)
と

の
号
か

っ

だ

一
人
で
は
な

い
か
と
着

･.4
.わ
れ
石
巧
で
あ
否
C
新
井
家

と
の
額
膚
と

い
,JT
の
は

､
白

石
の
凍
死
着

･
報
腎
と
守
り

が
お

っ
窯

J

iJ
で
~
学
爪
は
蓉
斎
瞳
華
中

､
筆
零
唐

音
叙

し
た
強
倉

に
TC
い
て

｢
屠

モ

白

石
器

の
輝
RL,A,リ

､
此

の
者

は
愚
得
嘩
事
を
束

･
垂

に
し
て
名

籍
軍
加

Y
で
輝
節

に
若
宮
空

だ
石モ
つ
㌢

J

､
･-
言
締
抄
周

得
野
蛮

練
磨

石
窟

の
妻

の
女
朝
虐
輝

石
衝
円
ら
下
部
常
衝
と

亨

小
孝

-
-
･
古
妻

葬
ヒ
せ
代
の

草
官
撰
零
し
て
十
冊
5
-

層
得
厚
筆
と
葛
寸

､
予
か
卦

か
掛
飾
掛
掛
れ
町
称
を

L
称
魯

ti
tJJ
,
被
り

瞭
筆
を
慮

り
耳

∵
こ
√-
熟
簡
す

る
に
J
環
よ

り
翠
雷
寿

は
出
で

.J
リ

J
L

〔
輔
藻
場
醐
l･叩
.璃
帥
書
取
)

ヽ
ヽ
＼

と
奉
る
(
)レ
j
'
及
べ
)
同
じ
く
菅
商
陸
曹

の
,つ
ち
J
新
年
者

の
読

讐

轟

で
､
邦
撃

に
ハ
苦
､
｢
兄
源
太
郎
邦
書

の
春

子
レ
左

石

､
父

の
了

は
蒐
宏
も
明
細

､
君
夷

よ
り
E3
代
偵

深
部
帝
蘭

の
説
な
り
､
額
賢

.持
君
実

の
務
な
刀

｣
と

い

っ
て
ゐ
石
こ
と
か
ら
推
暑

さ
九
百
｡

貞
女
が
白
石
ヒ
つ
い
て
相
室
深

い
宵

他
局
.L
読
親
善

も

ち

､
大

い
に
･4.<∴
軍
首
払

1
て
ゐ
た
ら
し
い
こ
と
は
､
こ
れ

か
Jり
向
潜
と
･ll二
JCb
白
石
著
書

の
闇
席
次
罪
を
見
て
モ
､つ
LFi

づ
か
れ
至

)
と
F,
Ll,:二

つ

が
･
麻
酔
卦
骨
身
掛
野

の
官
女

に
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患
え
石
台
石
帝
都
錦

的
に
そ
れ
を
禾
す

｡

｢
東
商
畢
魯
考
出
で
て
､
煎
鶴
野
零

S
t常
備

ば
れ
n
O

寂

に
額

(
,リ
ノ＼

撃

萄
放
棄

の
癖

､
皆

英

の
韓

届

に
附

せ
ぎ

否
は
葺

き
庖

ヒ

､'
予
モ
布
帝

に
軍
容
奉

を
導
翫
す

｡
無
言
i1〓
蘭
書
鼻

音
招

菅
準

じ
軽

さ
空

屋

〃
J.k
帖
か

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
＼
ヽ
ヽ

ヽ
～
ヽ
ヽ
ヽ

～
ヽ
1
＼
ヽ

石
先

生
は
天
下
の
索
雄

､
古
今

の

倹
傑
:
L

葦

の
/〓
苗
有

卦

J
卦

竺

掛
卦
Je
か
qL
･
蔦.
ん
や
酪
証

す
乳
)
も

賢

＼

≠
号

甘
ん
軒
J
然

弓
に
､
ママ
巌
を
乾

き
通
じ
乾

き
は
何

や

rJ
J
侵
東

上
己
が
喪
家

に
因
り
て
趨
ぐ

｣

宏

｡へ

･
〔

蹄
璃
⊥3
'ii
LgPh
挿

_希
土還

諸
的
筆
等

)

そ
れ
守

り
は

l
備
J
貞
女

は
i
J加
だ
廿
白

石
の
者
著

せ

穿
ん
を

の
で
.奉

り
､つ
か
ク

寿
丈
.の
晴

代

に

t
J
色

石

望
者

書

を
見
る

r
?il
に
は
か
な

り
制
l

g
t/併
有

rJ
だ

の
で
､
締
草

･

朝
宵

と
額

し
か
っ
た
と
は

い
っ

て
モ
J
子
の
蔵
書
を
自

由

に
慮

り
石

こ
と

が
で
き

た
わ

け
で
は
ト
(J
い
か
､り
(
白
石

の
在
世
中
か
わ
著
者

は
原
則
と
し
て
加
直
さ
れ
た

)
､
お

の
rrO
か
ら
服
用
林
有

っ
た
が
､
百
石

の
着
座

中

､
鼻
真

の

を
蘇
晩
争

軍
ひ
歩
容
線

番

に
そ

の
名

の
見
え

石
モ

の
音
季

け
て
見
る
と
J
次

の
通
り
で
布
石

｡

マ7

-

･
犀
賛

軍
書

cq
索
葎

3

同
寺
帝
寿

4
古
史
通

5
軍

智
者

∈
新
質
手
簡

ア
南
島
恵
或

は
琉

疎

回
事
由

8
新
野
何
番

二
･TT
Jり
菖

姓

の
引

滞
米

雅
言

､

や
れ
*
JJ
加

に
∩
善

一
二
側

示
す

ろ
こ

と
に
よ

っ
て
輿
凍

す

石
と
､
責

も
多

く
引
照

さ

れ
E
l
の
新
藤

掛
JtTu
の
転
宅

石
も

の
と

し

て
仔

､

〇

両
東

両
夜

は
上
島

は
貴
拷
と
も
に
襲

雪
看

た
り
J

改

世

に
写
り

て
カ

ッ

パ
と

買
丁
小
額
苫
毒

す

､

､-
､･
･

i?
り
尺
も
ヲ
ラ
ン
F̂
人
の
衣

服
よ
り
出
で

たり
､
案

鷲
望

式
場
商
舷

の
席

に
云
<
t
又
葬
曽
樟

相
和

肇
常

雄
.感
王者
屠
者
袖

榊
率

(笠

声
.フ
ウ
ト
.上
表

空

ヾ
γ
ト

ル
.諸
頑
夜
間
呼
竃
ニヵ
リ
ペ
.此
間
雨
春
草

単
項
翻
.也

)

と
至

H
･
･
･
･

完

摩

ニー
樋
楕
聖

牙
)

が
瀕
/リ

(
そ

の
他

､
o
帝

せ
司

･
〇
帝
瓜

･
〇

イ

ン
テ

ン

の
牽

･
〇

ボ

タ
ン
.

D

清
春

の
葉

の
ウ
ニ
コ
ウ
ル

･
O
,～

イ

ラ

･
〇

馬

･
〇

サ

ン
-

メ
島

･
O
だ
ぽ
こ

-
な

ご
が

萄

苛

つ
J
ワ
.
の
蘇
静
香
引

い
た
号
の
ノL
.
は
･

o
和
藷

凡
万
物

の
名
車
に
言
辞

､
其

の
竜
儀
着

く
帝

親

し
が
た

し
~
細
静

に
は
喝
藷
多

し
.
夷

の
ホ
態
を

知
ら
ぎ
加

仁
昇
略
藷

の
義
輝
額

へ
が
た
し

-r
I1
位

世

.
貝
原
褒
億

が
著

し
し
日
東
東

名
､
新

井
責
奏

が

- 7-



.著

し
し
索
雅
等

の
者

に
知
告
を
顛
せ
り
､
是
や

け
も

二

署

の
衆
は
な

聖

二
理
説
を
似
て
無
事
る
類
は
非
な

り

完

T
II
t､
瑠

lIt.
ru
一
軒

)

が
､
3
の
砂
上対
称
春
着

引

い
た
女
と
し
て
は

0
両
の
季

候
名

&
.夜
の
書

､
白

石
翁
の
同
貴
通
青

に

遍

の
字
な
り
と

い
へ
り
､
袈
り
な
り
､
○

轟
大
庄

Li

鶴

の
亨

の
尊
書
な

-
1
･
･
･⊥

調

北

右
裾

t
)

が
巧
言

･;

(

同
問
題

の
説
明
が
モ
-

〓
国
師
顎
イ7･
)
次

に

O

o

C>

､
4

の
古
史
麺

に
村

し
て
は
批
判
的
に
こ
れ
を
取
上
げ

､

新
帝
筑
後
守

源
署
美
が
新
着

に
7
､
鰻

が
団

の
古
史

に
表
す
所
の
事
精

麦
5甥
嶺
せ
る
書

Lq
リ
､
旧
字
赤
鬼

､

伊
勢

五
由
恵
等
委
嘱
書

と
如
,り
f'J,
し

て
引

写
笥
ひ
た

リ

､
敏

す
べ
き
軍
な
り
､
盲
変
通
の
読
津

に
日
く
､
仔
華

藷

伸
葬
布

､
兄
と
妹
と
に
て
未
帝

il〓成

り
絵
Jf;

穏
じ
て
是
等

の
琴

､
文
子
兄
鼻
の
向

に
着
て

賀

珍
磯

の

正
し
さ
所
tkJ
得
籍

rJj
L
と
は
国
岩

手

､
云
r](

ヒ
記

し
た
綾

に
､

貞
丈
座

に
､
右

に
頴

(
石
仏
の
神

の
所

行
は

､
畢
韓

の
畢
人

の
立
つ
ろ
新

の
五
庵

の
連

に
遭

ヘ
リ
､
･･
･･
･
･
名

東

に
]於
/
て
何

の
黄

と
L
鍵
戒

に
於

て
何
の
戒
と
す
雪
印

II.?l
奉
る

べ
き
と
云
ひ
て
､
碍
ひ
て
五
庵

の
竜

に
合
す
兼

に
轟
を
権
=
て
歌
ち
な
丁
は

透

り
て
よ

ろ
し
か
ら
す

-

其

の
優

に
き
し
置

i'i:rて
孝
を
府
け
さ
石
は
藩

に
て
善

し

I
-

-

｣

〔
神
託

.V
酵

二

と

い
ひ
J
ま
た
別
の
屈

折
に
fG
い
て

虹

の
雪
は
白

石
翁

(
新

ヰ
筑
樟
守
漢
書
美

し
S
･頂
i1

て
､
世

の
華
至

信

用
す
る
葛
な
り
､
建

れ
ご
モ
旧
事
栂

･
伊
努
外
宮

の
五
部
署
等
を
引
屑
せ
り

､
輝

の
書

は
鳩

ヽ
ヽ
＼

書
FL+,-
､
証
･y

一丁
†J
に
私
ら
ざ
る
亡

の
な
り
.
指

に
予

ヽ
1
1
～
～
ヽ

t3
台
東
通
亨

㌻
ケ
6

,
白
石
翁

､
清
孝

に
於
て
は
葛
僻

な
れ
k｣
モ
､
華
朝

の
亨

に
於

て
け
漢
学

の
片
手
わ
ざ

に

L
tLITP/事
敢
潰

し
か
ら
す
､
翠
雷
考

も
契
り
素
石
は
萌

､
･
Ll.'･i.･･
=
J

(
叩

T
rt嘉

一
〕

レ壷

べ
て
.re
石

b
5
の
軒
各
奉

に
つ
い
て
モ
同
席

･

ヽ
ヽ
＼
＼
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

葦
毛
白
石
翁

の
撰
な
り
､
比
の
書

は
題
得
蹟
華
を
味

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＼
＼
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＼
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

篭

に
し
て
自
軍

で
加

(
7
滴
締

し
て
書

き
た
ち
モ
外
有

り
､
秦

に
け
帯
は
ち
ぎ

刈

ij
も
武
周
締
結
モ
ク

し
滴
辞

と
オー
石
所
モ

宅
申
､
彼

S
愚
得
硬
筆
は
･･-

(
前

掲

)

ヽ
＼
1
＼
ヽ

ヽ
ヽ

照

の
瞳
肇
盲
借

り
争

い
丁
軌
敵

手
か
㌢

卦

か
耳

卦
を

/

/
/
J
/
'
J
/
J
/
/
/
'
J
I

i･諒

や
k
,
㍗

被

の
嘩
晋

の中
に
引
書

の
卑
官
書

き
選
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ヽ

ヽ

ヽ

(J
た

り

､

･
二
･
･
･

厚

東

片

手

わ
ざ
な
る

音
溝

L
か
わ
ざ

石
所
あ
り
.
箕

の
升
の
誤
り
新

月
に
見
え
た

リ
ー
可
嶺

戸
借

､

(.
関
配

)

ハ4
)

ヽ

～

ヽ

と

い
㍗
､
こ
れ
を
片
/孝
わ
竿

と
す
石
と
井

に
-
東
署
を
艮

d
;1
't

て
日
下
部
君
衝

の
蜜

嘗

慧

岬
摘
草

有
水
に
し
て
確

り
上
げ

1.I
-J
･..･
ハ

＼

だ

モ
ク
こ
断

じ
て
諮
る
｡

G
の
新
撃
等
商

の
こ
と
ば
-
薩

ヽ
～
1
1
ヽ

摩

五
十

四
部
に
つ
き
並

べ
た
部
分

仁
方
い
て
､

新
事
手
簡

(
新

耳
筑
緯
守

と
レ九
戸

の
僻
臣
宰
感

葡

兵

衛
と
の
ノ

千
席

苦
萄
つ

弟
だ
要

げ･
J

,=二

に
日
く
､
座
興

五

十

四
部
の
事

､
年
頃

把
に
零
=
候
摺
華
､
と
か
ノ＼
知
れ

葡
僻
･-
･･･-

､)
言
白
く
J
･････

,:j
蒐
師
時
候

は

､
三
･･･

三
ヶ
席

の
御
葺
､
勧
垂

苛
に
預
り
候
は
ゞ
可
l為
..
i(
宴

席

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

lヽ

ヽ
ヽ
ヽ

(
以
上
新
井
氏
手
簡

な
り
)

0

顛
丈
云
く
､
右

_て
所

讃
先
師
は
新
ヰ
氏

の
師
大

下
頃
席
な
り

'
妄
頑

が
凄
筒

は
覚
え
ず

､

(
絹
化
か
的

｡
)
¢
0
0

J
C

と

い
っ
て
万
石
｡
さ
ら

に
､
7

の
轟
高
志

モ

し
く
は
琉
球

酔
車
肝
は
､
琉
球

の
象

牙
卦

の
尊
宅
延

べ
た
と
こ
ろ
で
J

｢
琉
頭

の
尭
租
舜

天
は
~
鐸
西
八
鉱
義

朝

の
亭
な

石
よ
し

ヽ
ヽ

､
乗
潅

白

石
な
i
l
明
か

t〓
記
せ
ら

加
だ
り

L
と

い
っ
て

禿
石
の
が
㍉

予
=

の
瀬
見
看
恩
指
し
の
､
ま
lU
8
め
外

野

O
r)

向
啓

の
瀬
見

は
､
轟
貞
同
等

(
大
塚
嘉
樹
と
貞
丈
と

の
向

答

)
I
水
干
の
債

の
｢
水

干
或
作
l.氷
T
JJ
此
名
義
未
韓

､

定
基
卿

(
鐸

㌃
妨

tr
)
所
筆

H7
新
井
看
貫
間
.布
達
連
臆
鴇

声

定
朝
i+
(
乎

｣
(
匪
讐

〔
順
lI,,
.'貝
I
)
と
あ

三

和

･

お
よ
び
鼻
掛

千

1･
../Jj
.gl,
の
席

に
､

(
前

略

)

o

貞
丈
云

く
､
白

石
の
聞

に
よ
り
て
高
菅
原

･
山
甜

殿

･
野

1(
宮

十三

豪

の
苔
専

有
i･W
う

つ
し
緒

て

候

､
,守

の
寄

宿
中

に
は
取

り
が
た
き
苧

モ
何

戸
男
右
傾

､
公
家

の
人

月
の
詞
な

り
と
て
悉

ノ1
は
倍

し､
が
た
き
等

に
膜

､
公
安

に
し
ぼ
､り
カー
や

し
て
古
書
ナこ
虜

ノヽ
得
て
,/hlに

し
か
f,
･存
膚

J
以
上

〔
諸

LtJ
訂

｡
)

と
見
え

石

の
が
､
yl
刺
青
推
測
せ
し
の
t
Q

(

p
n'

以
上
列
挙

し
た
と
こ
ろ
は
僅

か
な
寄
倒

iiこ
と
i
)
ま
石

が

･
卓
文
が
色
石

に
衆
意

を
表

し
て
ゐ
た

こ
と
は

､
白
石
を

ヽ
～
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

よ
ぶ
に
白

石
先
王

､
白

石
翁

の
藤
呼
を
放
て
L
E

l
事

か

わ
も
知
り
丸
tO
iJ.
I
-
う
で
･
特

に
海
外
知
幕

に
缶

い
て
は

置

肥
培
債

に
名

石
説

に
従

っ
た
親
が
あ
る

.
ま
た

､
古
史

滴

に
つ
い
て
の
記
述

の
由

に
見

､て
る
通

り
､
東
学

の
古

で

は
白
石
を
雷
傍
と
認
め
た
Q/
Jつ
で
布
石
が
､
東
和

の
孝

il

於

て
は
漢
学

の
片
手
わ
ざ

に
し
た
有
事
耗
葡

し
か
わ
す

､
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ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

と
布
石

y
う

に
t
R
l萩

の
学

に
掛
い
て
は
必
ず

し
モ
推
朋

ヽ
ヽ

1
ヽ
ヽ
1

し
て
は
府
な

p_二
.

即
ち

J
同
じ
く
富

史
頑

の
親

明
の
中
で

､
旧
藩

兜
や
伊
勢
外

の
三
部
麿
寄
せ
璃

膏

と
知
ら
ず

に

床

問

し

て
ゐ

石

蔑
せ.リ!
空
結
濁

し

､
故

に
予
は
古
史
通
巻
と

り
す

と
.､
罷
..(
宏
態
度

､
J超
の
膏

に
圃
す
る

同
女
適
者

り

競
此
判

､
素
輿
向
筈

-

水
干

の
嬢

に
お
け
石
新

野
同
番
批

判

･
Ylt･
り
に
は
前

掲

Ⅰ
私
和

軍
営

考
襟

帯

､
お

よ
び

同
贈

音

に
罵

､(-l
射
ろ
債
疑

確

正
の
論

評
等

･.{Q
そ
れ

言

示
す

b

つ

ま
り

､
わ
が
国

の
貢
遵
守

や
立
滴
数
努

の
学

､
武
芋
等

に

お

い
て
鳥
批
判
的
態
寒
を

貢
て
白
石
に
吋

し
た

と

//
へ
K
b

で
弄
り
Jつ
っ

ハ

但
し
-
武
家
絶
賛

う
学

で
は
白

石
音
大
発

車

と
転

弟
た

こ
と
座

席

韓

望

7J
.り
乗
す

頑

り
で
あ

り

ー
ま

た
公
安

の
肩
兼
学

に
お

い
て
モ
､
野

々
雪
景

基

･
壷

井
章

毎
と

並
べ

て
btT
.1'と

し

て
穀
決

っ
て
あ

イ0
-

0
野
で
官

定
基

脚
年
齢

絹
L
針

一
)

宇
田
罵
胤

の
堅

誹
に
モ
革
歪

週
｡

(
艶

細
含

)
､
勇
文

は
有
職
訳
草

の
芋

に
弄

=二
J
.,)Tn
府
全

く
他

の
逓
晴

を
詩

k
)

な
か

っ
た
ほ

か
=
J
JJ･,
守

/＼

学

者
と

し

て
も

一
見
戦

も

ハ

マ
希
だ
人
知

で
､
い
け
揮
二
台
琴
等
毒
声
号

か
､り
凄
衝
き
丸

石

の
モ
禿

てJ
レ
虐

げ
封
で霊
菌
査

転

石
が

､
い
ま
半

面

の
白

石
と

の
尉
原

に
お

い
て
t

J
市
名

の
蘭

に
は
薦

(
方

や
立

論

LSr
卓
で
某
壊
す
ち
と
こ
ち
が
グ
与
か
ら
す
見
出
さ
れ

ち

こ
と
で
あ

否
｡
//
苦
衷
モ
鱒

教
組
と
思
ば
れ
ろ
兵

の
幾

つ

か
官
学
拝

ち
と
､
L
儒
家
葦
徳
で
以
て
普
滴

鮒
薗
徳
ヒ

･

な

す
卓

J
回
内
外
の
舞
｣

､
自

国
青

竜

の
鐸
摩

､
､J

1

等
毒

的
茄
究
塵
凄

､
等

が
あ

る
C
白
石

に
お

い
て
土

の
語

長

の
轟

の
-り
れ
ろ
こ
と
ば
今

更

い
ふ
ま
で
も
な

い
と
こ
う

で
萄
リ
､
私
自

費
も
転

に
韓
逆

し
た
し
こ
と
で
市

ア廿
か
工
､

こ
こ
で
は
卓
丈
の
棒
金
tLlけ
首
述

べ
否
と

し
て
､
T
を

t
の

兵

は

､
倒

(
ば

､
｢
儒

学

は
聖

人

の
毒

に

て書
療
定
借
ナ一二

触

り
て
解

に
結
ふ

I･(
吾
桑

な
れ
ば
.
話

レ′言
＼
毛

畏

れ

萎

学

ば
ず

ぼ
あ

る
･(
李

｡
す

｣

云
々
と

い
ぶ
文

章

(
廿
.藷

学
報

筒

一

竺

血
か

)

に

学
刺
か
認
め
わ
れ
石
-

)
S
･.真

は
筏

S
.望

ナ

者

と
全
く

畢
な

ち
兵

で

､
後

進
す

ろ

y
,つ
と

.

/)
は
IJJ

雷

神
竜
宕

た
ち

の
審

議
関
金

の
簸
塵

を

∩
よ
く
本

1;
て

至

急

｡

い
ふ
き
で
も
モ
<
近

世

の
儒
学
帝

は
､
蕗
沢
が
平

ひ
立

っ
て
ゐ
た

っ
で
布
石
か
､り
､
せ

世
中
期

を
生

き
た
鼻
丈

と

し
て
は
､
藷
学
課
甲

の
と
れ
か
に
傾

い
て
充
た
と
寿

へ
ち

こ

と
も

で
き
石
わ
け

で
あ

否
が

､
私

と
は
権
利
と

刺
を
青

緑

し
た
と

い
ふ
難
路

も
な

い
&
,つ
il
層
は
射
る
ハ

韓

ひ
て

- 10-



い
へ
ば
J
狩
は
･
.[

巻
痔

学
界

に
前

い
て
偉
尊

で
あ

っ
た
古

要
束

Ll〓
轟

モ
賓

成
す

ち
と
(
二
つ
が
あ

っ
た

の
で
は
あ
ち

貰

ヽ
ヽ

い
か
｡

ヤ
輿
は
･
敵

卦

か
豪
傑

と
し

て
･

｢
儒
家

に
て
僧

衣

主
嶺
桐

､
/S
象
蒼
顔

に
て
申
藍

♯
窺
知

､
歌
学

家

に

て

T
!
沖
円
喪
神

､
神
道

宏

に
て
望

石
莞
幸
知

､
匿
尊
家

に

丁

は
間
解

-
嬉

子
､
尊

家

L
JtJ
は
亀
井

打
像
寄
な

り

L
と

い

㍗
.
儒
教

ヒ
し
て
姐
媛

召
准
重

し
7
万

号
こ
と

の
ほ
か

.

賛

誉

仁
君

し
て
は
乾

し
pJ
表

現
が
周

rJ
､リ
出
て
ゐ

ち
二
)ト

に
育

い
て
､
ぞ
射
妹
蕗

せ
､り
九
百
二
と
で
奉

る
｡
即
ち

'

敬

巧
号

の
頂

に
育

:J
て

､
｢
朱

子

の
言
に
は
敬

の
毒

を
i(

川
に
す

ち
故

･=
二
号
が
心
に
て
言
が
身

で
常

に
締

り
お

く

肪
蜘
/＼
甚
庵

原

に
て
楽

し
か
-｡
…

台
亨
な

り
L

〔
頂
.I.HJl

td
)
と

い
ひ
･
或

は
底

が
回

の
占
信
か
栗

の
空

手
に
J

っ

て
阿
呑

き
別
た

こ
と
ぞ

晩
節

で
非
難

し
て
ゐ
石

こ
と

(
o

卦
席
為

神
碑

､
o
菖

阻
宣
神
蕃

一
口
理
学

神
蕗

･
O
土
金

の
億
等

)
､
ま
た

と
く
に

｢
康
弁

額
儒

1
ヒ

い
ふ

や
う
な

項

目
を
乾

け
て
諮
る
(
)
ヒ
J
..IF
が
1,+
,
射
て
奉
弓

b
ハ

ひ
排

斥

宋
席

の
頑
で
は
.
山
璽

束
行
を
租
疎
ヒ
詫

駆
す

ち
人
物
と

硬

竺

′＼
禿
ろ

)

牡
強
尊
書

に
肉
逢

し

て
息

の
烏

の
つ
い

t
ヽ

た

一
つ
は
､
学

問
し
て
も
聖
人

に
は
な

刺
通
と
す

ち
の
為

で
､
こ
の
裏
貞
女

は
絹
確

と
気
筒
を

l
に
了
石

Q
貞
女
が

｢
或

傭
春

の
寵

.il
J
単

向
管
状
t悪
質
Å

-iLと
左

石
､

.Ir
常

人

tl
を

-
て
隷
修
行
す

=
廿
聖
人
に
電

石
と
一
貫

小
雀

iiil

化
碍
蕃
f:F.
リ
J

-
-

聖
人

招
巷

に
男
モ
モ

石
人
倫

の
竜

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

を
男
に
と
り
行

･JI
入

管
賢

人
と
云
J小
な

り
J
壁

人
は
t
.
.

の
舶

円
よ
り
聖
人

に
生
.
け
さ

.tj
T
卦

J･6
右
L=i
五

･

･,
/

～
ヽ

ヽ
ヽ

～
､
～

忠
i
各

小
さ
ぐ
i
言
､
卦

♭
汀
掛
争
卦
小

､
･･
･
･
∴

〔

O

聖
人
質

入

に
な
る
と
l三

尊

誓

㌔

)

レ
ー
い
Lr
て
】･7,)
ア
P.
の
け

､
追

).F'･
'･･･..串

｢
矢
カー
撃
人
魂

明
春

智

診
療

は
J
r
京

を

実
に
等
く
､

車

に
学
ん
で
軍
う

ぺ
け
ぺ

2/
､
其

の
療

刀
神

村
不
測
乍

石
J
馨

に
得

て
嶺

･{;
.(
け

A
rd
.
乾

に
盲

空
耳
八
で
撃

人
た
る

も
Q
,
唯

完

武
乱
写

の
承
｣

蒜

鯨
か
)

或
は｢
に
は
璽
人

の
大
療

ItJ

t
･
･･
･･
･
層

モ
水

雷
人

の
天

魔

な

り
.
聖
人

の
皆

.
得
て
刺

子
J(
か
ら
す

､
木
得

て
写

･.{
べ
か
ら
す

L

〔
畑

)

と

い
ふ

の
頚

二
全
く
局

二

.J
薯
ス
a
o

但

し
.
得
凍

ヒ
村

し
て
は

t
面
さ
び
し
い
批

判
号

も
P

け

て
Te
ち
u
側

へ
深
'
他
律
貫
が
円
人
ら

が
鵡
川
家
康

の

･-- H -



＼

代
言

さ
し

て
｢
回
如

｣
と
し
た

〓
と
を
す

い
穿
ち
決

り
と

-

｢
日
新
に
て
同
和
と

云
ふ
出
国
密

立
尊

を

さ
し
て
蕃

∴

'{
し
､
東
照
宮

雫
手
書
鹿

-
篭
点
字

､
王
壱

萱
賓

へ
レ鎗

i･3
耳
.
新

に
邑
葛
首
硬

て
姶

出
す

､
其
れ
.任
国
和

と
宏
､爪

.I(
き
理
ti+
L
L
と

い
㍗

'
｢
萩

筆
繋

望

三
軍
甘
･富
強

に
し

て
巧
舌
て
二
･(
け
射

ij
宅

､
日
東

に
生
動
な
..び

わ
日
東

の
専

て
能

く
韓

へ
知
ら

さ

る
論

に
J
垂
初

号

ヒ

y
二
F:),
/q

尊

号
云

･(
,出
す
左
目

L

〔

(ノ
同
和
輔
工

&
)
と
き

警

ノ
打

て
雪

(:a

tヨ
ガ
J
書

名
空

電
晃
書

取
琴

ケ)
板
て
卦
卦

か
各

と
L
r

o

I:
'}

酷
談
JT

LI.
k

t
〕
J
お

し
を

:'
て
招
待
派

望

寸
書

竺

貴

書要
言
庵
丁

ち
鼓

に
ノ司
待

望

莞
空
耳
ろ
iU
の
か
争

い
､
ヒ

隼
撃

レ
た

〔
0瑞
望

十
空

､
三
二
㌢

F
,
と
き

空

J封
で
あ

.＼
＼

∵b
r)

国
務
に
､
右

に

一.
萩

生
家

の
女
亨

は
古
雅

に
し

て
L

lて
E1,
レ
L
市
で
,の
は
､
ユ･ロ
希
を

･t,(
垂

の
題
額

と
す

石
思
慮

-

｢
託

の
確
略
TtL
⊥ぺ
葛

に
あ

づ
か
ら
ぬ
孝
女

か
i
)
も
､
侶
義

持
賎

し
く
南

炉
-
古

卦

uW

r
,yI,
卦
卦

に
且

か

什
h

L

〔

O.男
臭
占
琵
樽
韓

t'(,
訴
′､り
･ワ
リ

大昔
｣_-ノヽ

盲､

三
〕
-

僻
せ
覚
る

べ
き
言
草

貰

=

レ

･
.

-

内
外

の
弁
別

･
白
鼠
尊
重

刀
態
喪

は

'

い
く

つ
や
の
群
舞

に
宛
わ
れ

る
と
こ
う
で
､
そ

れ
ら
は
多

く
当
緒

の
儒
学
名
ら

の
苧
大
王
幕

的
傾
向

の
糾
弾

と
嶺
J.i

つ

い
て
壊

べ
わ

れ
て
為
石
｡
例

(
ば

､

｢
中
華

中

国
申
貫

中
朝

L
の
項

に
お

い
て
､

｢
置
ら
･t!
国
名

て
ttt
す

J
国
髪
膚

び
褒

萄
て
l千

川
線
な

り
.

･
:･･
･･
顔
弓

に
近

世
侶
席

の
輩
､
百
瀬

の
専

管
夷
状

と
凍

L
J
凄
土

の
事

萱
中
華
中
国
な

ど

上
称
す

る
は
､

大
層

巧
諌
な
ら
ず
大

詰
を

rr
.､
我
が
生

国
を
賊

の
て
外

壁
蔓
草

で
事

は
恵

に
非
す
礼

に
非

･雪

空
人

の
蓮

に
乎

け
り
｣

〔
璃

L
tk

L一
)

rJ
r･_I

と

い
む
､

ハ
同
席

の
毘
解

の
も
と

に
ー
杉

田
老
台

が
覇
確

p

O

新
書

.rh

.LL73
例

に
お

い
て
､
シ
ナ
雪
f
i
峯
と

非
せ
ず

､
潰

ヒ

暮

し
た

二
と
香
と

･-
｢
書

写

=
｣

1
/t葬

し
て
つ3,
ち
.-

0

溝
虜
崇

㌔

)

熱
線
施

路
線
賢

斥

け
て

1号

｢
露

に
､

凡
,Y
/

壌

土

の
書

に
日
屯

の
青

竜
載

せ
た
石

に

大

に
車

Et)
た

す?
亨
iJ
も
あ

,;

･･
･-
･
呉

の
東

伯
舌

日
東

品

苧

青

石
轟

は

､
被

昌

讐

娩
㌃
舶
鯛

昭
僻

+i

)
軍

が
臆
に
薗

-イ
東

､
幸

に
し
て
頁
説

空
主

張

し
､
奉

清
田
会

し

､
璃
飾

香

北
へ
て
毒
壊
す
ス
甘
も
の
多

し
､
L

t

o

日
年
商祖轟
等
帯
佃
.空

IJtX
B
)

と
激
烈
を

口
吻
看

も
ら

し
て
香
る

の
が
､
辛

机

で
あ
る

Q
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こ

の
ほ
か

J
同
趣

旨

の
論

に

｢
不
義

儒
｣

と

い
ふ

の
が

あ

【マ
マ)

訂

･
讐

J
西
川
(
謡

の
監

禁

一字

要

し

て

､

｢
此

の
西

川
が
寵

J
天

碓

陰
線

･
自
然

の
努

に
瞳

ひ
て

本

土

の
巽

を
明

か

に
し

､
生

民

の
性
を
詳

か

に
せ

り

､
藷

ち

に
あ
ーり
す

'
他

の
膚

僻
.

水

土

の
鬼

な

く
濃

に
億

俗
と

解

し
て
賭

し
弟
掘

る

も

の
レ
高

日

の
論

il
非

Jり
す

｣

〔
0

日

東

本

十
毒

L
k

t
㌻

義

辞

し

た
も

の
も
万
石

つ

な
ほ

､
貞

丈

の
か
､つ
い
ふ
考

(
右

の
療

底

値

亨

不
す

モ

O

C
〇
〇

〇

〇
]}

J
,

帯
に
､
頼

朝

軍
患
者
磨

ま

の

l
飾

､
東

胡

の

ニ
学

を
不
要

と

ヒ
モ
論

煉
あ

る

q
即

ち

､

い
,'=

｢
巽

呈
卜

日
東

-

/
孝

ヲ
専

J(
〒

富

7
時

ニ

ハ
日
東

/

専

ヲ
べ
平
和

-

云

r
I(
シ

､
･･-
･
此

J
嘗

害
毒

バ
日
東

ノ
軍
費

ノ
苧
T.(
七
=
ヲ
凄

(
ウ
ル
モ
ノ

ナ

ル
謡

､
東
朝

ノ
二
等

ヲ
加
フ
ル
〓
茂
バ
ザ

ル
孝
也

'
然

レ
-.<
比

ノ
題

等

･
水
郭

/
二
号

マ
北

へ

プ

ル

ハ
詩

十

弓

ソ
勺

･
rJ

(

.Tt
絹
如
聖

一)

闇

知

の
預

り
白

石

1

.
水
戸

の
学

者
た

ち
と

同
様

､
大

場

甲

奄
轟

音
斥

け
た
聖

萩

生

租
裸

q
,
,
同
門

の
萱

鳩

警

｣

は
異

な

っ
て

､
包

囲
軍
曹

の
念

け
確

か

っ
だ
寺

で

奉

る

け

れ
ど

も
､
し
か

し
色

石

に
は
､
自

ら

儒
学
者

壬
出

て
産

じ

て
ゐ
た

こ
と

で
あ

否
か

･,i,
J
貞

文

の
q
,,つ
に

｢
硲
席

｣

｢

属

僚

｣
と

い
ふ
表

現
を

用

ひ
て
､
シ

丁
帯
斉

の
弊

香
水
離

す

石
工
.r
j
と
き
･#
鎚

な
鹿
賓

は
勿
論

見
ら

れ
な

い

｡

と

こ
ろ

が
､
yLJ
さ

に
も

少

し

く
ふ
れ
を

y
,つ
に
､
他
カ

で
T3
掛
卦

卦

･
称
卦
卦

に
対

し
て
窟

茄
な

き
態

度

を

と

っ

て
ゐ
否

o
陳
述

の
通

り
､
兵

丈

は
傭
泉

石

以
て
普

遍

駒
津

膚

説

と
認

め

て
ゐ

否

の
TL･･萄

っ
て
､
),n
帝

の
神
垂
着

が
尤

衆

モ

し
く
は
栗
原

の
揮
寵

卓

抜

て
わ

が.

固
神
代

刀
至

上
古

の
事
療

そ
意

味
奉

り
覚

に
萄
顛
す

否

こ
と
モ

モ
牽

強
田

舎

の
事

嵩

と

し
て
と
ら
な

い

の
で
砺

ち

J

即
ち

､

｢
神

代
等

清

｣

の
頑

に
寿

い
て
は

､
神

代

の
手

渡

に
た

し
か

布

石
等

TH
lJf,く

､
た
だ

古
人

の
藷

り

伝

(
で
あ

っ
た

刀
か

､
東
神

宍

宴

の
晴

に
士

学

が
伝

T:
っ
て
末

て
よ

り
書

き
転

さ

れ
を

I:rL7
1
語

り
信

へ
商

権

へ
が

同

じ
で
な

か

っ
た

か

､り
､
日

沃

乗

に
肯

い
て
モ

一
書

に

日

く
と
し

て
請

書

の
不

同
香
nJ
巧

青

書

に
挙

止
た

6,
に
､
授
代

の
空
芋

の
徒

に
言

っ
て
1
.

書

方
こ
:,/韓
p
今

日
男
何

し
た

や
う

に
詳
･か

に
説

き
1.
或

は

庫

搾

五
行

相
生

相
組

付
理
を

出
て

､
或

は

仏
説

の
因

果
肯

順

車
重

神
賓

の
裁

ち

艮

て
亭

領
附
食

の
妄
葡

ぎ

っ
く

り

'

ま
た
儒
家

の
仁
表

札

智

･
巷
摩

周
倍

の
憩

を
速

(
索

(
､
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修
倒

し
て
盲
嚢

膏
巧
屯

の
で
､

千
の
所
為

は
ま

こ
と

に
悪

で

'(
吉
で
お

ち
と

L

t

｢
神

の
事
は
､
元
素

神
代

の
重

な

<
清

人
の

口
々
に
語

り
伝

へ
蘭
書

僧

へ

の
琴
誉

れ
は
l
草
葉
半
虜

与

る

.(
し

･
1
-

･

抑
畠

国

の
神

の
末
社

の
神
夢
は
奇

妙

不
可

測

の
蟹
験
顕

す
寧
有
り

､
是
剖
神
纏

の
鳴
石

.･(
か
､〃
さ

る

所
な

り

､
崇

屯

PJ(
し
､
必
ず
深

き
神

理

に
て
然

る
な

る

.{
し
､
塞

く
小

さ
人

の
智

を

叛
で
は
其

の
神

理
を
輝

石

専
TE
は
rlJ
石
な

り

､
英

の
神

窪
は
深
し

､
人
智

は
浅

L

J
何
+./
鷲
,P.f
J.(
け
八

呼
､
rJ

云

[:(

ヒ
､粟

'{
て

tq
Kr二
雲
室
蘭

衿
と

し
て
-

｢
神
蓬

｣

｢
上
竃
,Tr

事

｣

｢
栽
｣

｢
u]
東
紀
神
武
巻

｣
等

の
項

に
お

い
て
も

同

席

の
胃
範
を
輩

澄
し

て
ゐ

石
o
L
か

し
て

､

｢
坤
薄

｣
諭

〟

-
つ

(
同
名

の
モ

の
が

三
項

目
布

石

)
に
杏

い
て

､

｢

凡
人
倫

の
蕗

の
泰

は

､
神
轟
音

が
教

ふ

巧
に
及
灯
す

､
夷

の
畠

に
儒
亜
祈

り

､
片
感

の
似
せ
モ

の
よ
-
は
其

の
乗
車

が
よ

し
｣

〔
絹

か
..gf
≡
)
と

い
っ
て
誇
る
と

こ
ち

に
､
前

述

の
僻
奉
養
徳
雪
空

の
億
夷

が
高
藤
鹿

さ
れ
る

の
で
お

ち
｡

白

石
は

J
神
蓮

･
神

社

･
神
事
等

ヒ
対

し
て
は

､
魂

草

深

い
開
化
を

弄
し

っ
っ
モ

､
そ

れ
ら

誓

い
は
ゆ

ろ
祭
祖

師

頑

の
方

面

と
し
て
取
放

っ
た

L
t
中
世

的
神
塵
磯

に
11
さ

び

し

い
批

判
垂
加

(
､
ま

た

｢
神
事
と
故
事

と
は
緒

∵
｣

と

い
む
､

｢俗
世

の
神
嶺

｣
と

い
ふ

苧

つ
な
衷

甥
を

以
て

附
合
的
神
虚

言
舟

け
て

苫
砺

),
他
索

､

｢
神
代

の
凄

原
｣

と

い
ご

に
傍
合

J
子
弟

は
唐
虞

三
代

の
礼
制

に
額

尊
す

ち

も

の
の
遺

存

ち
意

味

し
た

の
で
布

石
か
わ

､
貞
女

の
春

(

寿

は
白

石

に
近

い
と
寵

め
て
よ

い
で
萄
ら
､つ
｡
増

し
･
右

に
掃
け
Ji,女
中

に
更
え

tQ
rk
,つ
に

･

｢
藩

国

の
軸

の
泉
社

∽
神

牽

け
奇

坤

不
可
測

の
璽

療
罪
寸
亨

市

-
L
苛

々
と

い

ふ
見
頃

は

､

巨石
ヒ

甘
実
在

ち
と

こ
ち
と
恩
は
射

ち
も

の

､
線

の
国
学
者

へ
の
通

弊

と
詫
七

,/
き
モ

の
で
あ

､り
､つ
-

垂
す

る
_
'
古

典

(ハ[
伝

(
ろ
と

こ
ろ

有

史
喪
と

し
て
認

め

JiT､つ
と
す

る
態
妾

に
末

い
て
は
雨
着

は
収

ち
か

J
色

石
の

場
合

は
儒
教

鵡
合

理
主

義

の
立

場

か
わ
史
喪

を
敷
象

称
に

宿
無

し
ょ
､つ
と
す

石
の
仁
対

し
て

､
貞

丈
は
盲

信

の
不
合

理
億
を
そ

の
ま
ま

に
さ

し
着

く
こ
と
を
よ

し
と
し

,
謂

ひ

て
蓮

理

や
恵
舞
を

見
出
さ
-つ
と
は
し

て
桑
巧

い
呼
､つ
に
周

佗

-

｢

･

貰

三

の
正
史
学
者

魯

席
常
態
喪

は
､
勇
夫

の
場
合

J
敵

襲

ハ
士
と

し

て
蔵
零

)
に
南
す

ち
学

の
也

ス

で
す

ぐ

れ
た
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常
頚
飾
そ
れ
･LN
野
証

す

石
へ
｣
と
は
も
ヒ
よ
り
と
し

て
､
側

へ
廿
L,i
の
ご

と
空
所

寵
す
通

し
て
モ
羊

水
丸

和
＼り
れ
否
｡

｢

或

人

望
古く
､
古
東

電
尋
ね

て
竜

の
専

LM
知
り

て
何

に
か
せ
ん

J
今

の
世
の
等
言
こ
ぞ
し
ち

7(
け
九

､
と
い

ヘ
リ

･
是

も

-
理
あ

り
､
牟
世

の
亨

モ
菓

申
宮

中

の
倍

速
よ

り
､
清

朝

の
′地
理
風
俗
土
産
等

･S
草

道
モ
如

ち
は

た
き
重
な

り
､
今

首
知

-
せ

せ
知
石
口
舌

今
凍
寒

の
尊

貴

ilLf
-

､
宜
喪

の
誘
知
り
て
今

の
尊

を
知
､り
す

､
今

の

事

の
頚
L細
り
て
宅
賓

竃
知
Irrr.空
trr,信
孝

に
it;
い
て
開

く

ア
毒

祈
り
て
､
草

滞

る
帯
解

ろ
.(
し
,
｣

云
口,
(
J

も

賓

知

不
知
頭

巾

㌢

〕

こ
れ

LLよ
っ
て
､
貞

丈

の
紋
東
野
明
が
単
産
ち
弔
事

で
は

な

く
､

一
固

,tg
髭
冠

に
塞

い
て
ゐ
た

こ
と
明
瞭

で
あ

ち
'･l

奏
文
は

､
白

石

の
rv
,つ
に
痔
番

に
巳
ブ
yJ
は
一三

)
と
が
k
6

か

っ
だ

か
ら

､
人
物
お
よ
び
羊
歯
の

て
ケ
ー
ル

は
大

き

い

と
は
.L
へ
な

い
が
-

白

石
の
場
合

は
右

ヒ
〓
作
用
石

｢

古
今

通
草

の
草
書

と

い
ふ

こ
と
に
な
､り
､つ
-

､
考

証

の

満
額
萄
確
と

い
､'=
兵

で
は
､
白

石
を
凌

ぐ
i
)
こ
ろ
が
あ
ろ

rv
-つ
で
香
否
Q

こ

の
歴
史
学
者
椋
態
喪

に
南
庫

し
て
､
両
者

の
論

ヒ
共

.

通
し
た

も
の
の
一
つ
-

秀

吉
論

を
肘
記
し
よ
,つ
Q

O
C)
(･
e

白
石
の
論

は
､
席
知

の
承

り
読
史
錬
論

ii
監
え
石

)〓

〕
巧

で
､
発

毛

に
奏

誰

の
賓
簡

万

石
こ
と
を
認
め
二

胎
毒

坪
診

伯
着

と
し
一て
仔

両
石
も
の
の
､

そ
S
議

別
妾
長

て

｢
此
帝

乱

琶
熊
手
天
下
に
曽

首
並

..(
て
､
た

iT
t無
窮
詐
謀
あ

る
人

を

の
み
尚

ぶ
寺

を
知

て

､
仁
義
忠
孝
な

i)
い
ふ
零

は
､
か

ハ
て
知
ら
き
石
時

に
薪

ひ
給

ハ)
し
か
甘
､
時
確

に
青
す

否

等
垂
得
給

TJ
L
也
｣

と
解
無

し
･
｢
所
領
乱
世

の
姦
雄
に

て
あ

り
し
也
｣

>

)き切
つ
け
て

rq
否
が
､
貞
丈

も
東

へ
台

石

同
揮

､
秀
吉

).寺

し
て
は
酷
蔀
を

下

し
･
圭

の
ご
と
く

述

べ
て
万
石
Lh

(

但
し

､
と
ち

ら
朴
と
い

(
_
'
白

石
の

弛
辞

の
寿

が

小
石
や
fH
で
あ

否
と
な

し
､て
や
､つ
か

{･T
)

｢
希
書

､
軸

串
を

lr(
竺

-＼後

に
天
明
を
頭

必

と
ら

正
と

欲

し
た

石
は1
暑
尊
大

な

る
人
LT
J
リ

､
三

b
ひ
て
緑
葉
す

石
人
多

t
t
勇
文

吉
く

､
居
れ
零
音
大
な

る
Iに
は
非
す

､
撃
量

小
さ
く
し
て
慾

深

く
大
奇

石
人
な

り
､
害
昔

と

云
r川
は
才
菅
な

り

.
秀

吉
は
無
学
せ
盲
な
る
人

ほ
て
悪

才

都
督
香

り
.
善
才

正
恵
苛

L
t
嘩
虎
兼

の
如
Y
武
威

言
張
り

て
人

言
怖
長
せ

し
め
て
国
を
治
め
ん

と
す

｣
云

々

〔
o

雪

口
車
量

_竺

､町
二

郎

〕
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.モ

っ
ヒ
モ

､

宇
戸
晴

代
に
お

い
て
任
委
竃
持
概

し
て
儒
学

壷

か
ら
は
非
轟

き
射

た

の
で
罰

リ
'
ま

し
て
白

石
毛

顛
丈

モ
蕃

菅
で
あ

っ
た

の

で
あ

石
か
ら

､
か
､つ
い
/I;
庫

賓

か

と

ら

カー
だ

と
し
て
+
)
本

居
密

は
な

か
ら
､づ
〝

以
上

J
台

石
と
顛

文

と

の
相

似
卓

彦
摘

記

し
た

が

､
は

(,J
頻

に
モ
速

べ
た
通

り

､
海

外

知
識

の
鼻

で

は
轟
丈

は
素

直

に
白

石
ヒ
敏

服

し

て

ゐ
E

と
席

博
封

至

Ji
j
で
,
号

の

海
外

畑
鞠

の
そ

し
か

っ
K
)
こ
と
膏

示
す
晋
例

に

は

､
オ

ー7

ヽ

ヽ

､

六

や

君
主
私

に

つ
い
て

の
記
述

伊
東

石

C
前

者

は

｢
芭

風

｣

二

一･.T
に
晃
え

石
と

こ
ち
で

､
或

人

の
嶺

と

し
て

､
今

夜

五
十

等
モ
偉
観
す

引

付
日
東

S
風

俗
姉
凄

く
オ

一ワ
ン
手

代
す

る
で
市
､り
＼つ
へ
)
と

､
そ

の
領

宙
は
､
オ

ラ
,/
声
.
に
は
,

韮
人

の
薫

か
漬

,り
な

か

っ
た

ガ
､り
腐
義

首
尚

')I-,
こ

と
を
触

､
寸

､
蓄
財

に
よ
り
電
嚢

を

賓
す

毛

の
亨
濁

声

か
ら

で
萄

-

と
鼓

し

(
.S

.I"
軒

〕
､
空

言

｢
天
主
教

｣
は

＼
¥

の
題
額

を
任
じ
S
､

テ
ウ

ス
ぞ

ベ
テ
レ

ン

‥
1
ル
マ

ン
等

ヒ

ハ
き
ご
く
蘭
学
な

嶺

明
言

加

へ
た
宅

の
で
あ

る

〔
頒

t.
t

f

躯

〕
(
京

わ
を
白

石
の

田
津

短
軸

空

茶
驚

異
言

､
外
国
+
I

軍
諦
書

等

に
盛

ら

れ
た
知
覇

と
比
較

す
ち
痔

に
1
.
禽

リ

に
モ

幼
権

の
感

が
あ

リ

ー
さ
す

が
由

信
教

の
重

文

モ

カ

ア

卜

香
廉

が
さ
る
香

え
な

か

っ
た

こ

と
と
肯

か
れ

石

｡
し

か

し

て

J
も

三
者

の
う

ち
貞

丈
が
男

だ

刀
は
寄
留

異
盲

だ
け

で
あ

る
こ

と

､
い
､付
言
で

も
な

い

(
雌

の

こ
書

は
伽

藍

さ

れ

て
香
だ

)
b
モ

っ
と
モ
岩
垂

は

､
オ

ラ

ン
ダ

の
晋

は
別

と

し
て

J
キ

リ

シ
タ

ン
に

つ
い
て
は
､
萩

生
狙
疎

が

｢
毛

利
尊

卑

/
軍

藩

ヲ
犀

ル
人

無

千
載

二
､
其

敢
加
何

十

ル
ト

D
TT

芸

ヲ

櫛
ル
人
無

シ

｣

(
政

談

)
と

い

っ
た

y
,つ
ii
､
IV
部

分

の
.与
者

が
日
陰

-
二

射

た
軟
度

に
番

っ
た

の
で
砺

石
か

ら

J
油

り
顛
TA
E
fq
･
音
義

め

石
わ
け

に
け

い
か
な

い
こ
と

で
事

でT.
♪

白
石
と
真

東
と

の
関
係

に
(:
き
､
覇
碑

に

二
言
し

て
it

r.)
I;･
rJ
n
.

く

''(
雲
は
､
さ
き
に
も
ふ
れ
-た
東
新

雷

撃
老
荘

作

に

1
い

て

の
貞
蔓

の
誤
解

-
日
下
部
欝

衝
暮

可
暦
碍
債
筆

』
一

本

に
し
て
東
香
水.
書

か
か
た

と
丁

石
I

で
あ

る

二

),刺

に

1
い
て
は
､

殊
に

石
対

顔

重

民

の
許
諾

が
あ

り
､
そ

(i

崇

筒
で
お

る
摺
由
と

し

て
､
好

一
に
白

石

の
学

風

か
新
奇

萱

だ
て
石

モ
の
で

､
伽
.r人

の
説

に
附
加
雷

同
す

る

y
,つ
な

催
魯

S毛
の
で
な

い
(
,
と
､
簡

二
に
軍

害
者
病

者

に
関

し

て
白

石
卦
相
当
力
善

用

ひ
だ

こ
と
は
白
石
寺
筒

に
徴

し
て

甲

り
伊
t:I,あ

る

こ
と
､
簡

三
に
白

石
は
屠
蘇

重
荷

っ
に
帝

- ‖う-



t=
経

巻
着

否

艮
て

し
蓮

に
層
衝

は
白

石
に
対

し
あ

く
ま
で

も
師
礼
言
と

二
-
詩
･
ち

〓
レ
二

台

石
寺
宙

､
女
帝

軍
容
老

来

､
鳥
1L1
閲
読
序
等

首
衝
寵

と
丁

.)
等
首
挙

げ
Jり
れ
た
が

㌫

卵
甜
銅

損
鮎

鞘

駆
㌢

屯

)
,
補

足
的

に

≡

の
史
勅

芸
濃
禾
て

る
を

1号
甘

､
白

石
匂

ら
の
菖
嚢

と

し

て
茨

カ
ご

と
さ
も
の
が
転
石

｡

日
新
婁
手
簡

七円
十四
b}

一
兵

産

額

刀
曹

畢
袖
下
元

震

候

､
先
年

東
新

賓
客

＼
ヽ
ヽ
ヽ

毒

と
坪
も

♂
'

二
十
竜
計
有
;
U
候

首
､
鴨

居
等

林

泉

臣
風
勢

針
い
臥
掛

PTO
/

完

?
璃

硝

五

)

/A
向
石
一
兵

庫
錬

､刀
謝

礼

､
発
音

に
極
上
鯨

郁

ノ＼
1tJJ
丁

-
＼

＼
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
､
＼

ヽ
ヽ
ヽ

モ
夢
中
軸
面

､
党
妄

前
最

と
り
集
腐

て
､
痕

恩
等

,
'
'
'
'
_
I

_ニ
解
ら
せ
麻

布
朝

野
卦
有

の
空

軍
卑

下
雇

､
何

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
＼
ヽ

よ

り
尊

さ
執

事

ii
候
､
草
案

も
と
こ
水
杯
朝

の
事

か
tL
･
真

事

俗
称

t=､
称

払

叶
僚
i
)
み

い
争

ij軒
･

ヽ
ヽ

不
草
を
各
卦

か
庫
I

ト
藤

や

ん
i
J
掛
静

か
卦
i
l
lい

象

11､
線
も

か

に
て

･
中

々
高

明
至

汚
す

,A(
W.)
物

に

牢

｡
ず
準

-

二

畑

地

...v
lこ

㈲
同
石

一
軍
客
毒
触

田
丸

に
候
女
字

､
韻

頒
悪

L
/
､
皆

々
準

.

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

仰
下
宿
垂
に

候

･
弟

己
と
草

書
起

し
J
も
と

け
TJ

ヽ

ヽ

＼

ヽ

ヽ

･什
ノ
･i
か

に
帰

雀

､
i
.711か
,iサ
皇

安

否

ト
t
･S
字

1
つ

L

ij,S
T-Jj
,
賢

吉

姑

掛

へ
#

,

-

⊥

胡
禁
句
≡
)

右

は
I;
.r
別
も

､
彰
青
笹
碓
哉

た

ち
を
頚
痛

油

に
生

井

っ
て
い

っ
て
空

fib
と

(
考

で

.
信
頼
す

.'(
空
言
賓

で
方

言

最
上

､
軍

曹
老

け
白

石
の
撰

-

そ

こ
に
子
鹿

ぞ
P

人
た

ち

の
協

力

が
市
有

に

し
て
モ

～

と
見
な

く
て
は
な

る
ま

い
q

な

ほ
ま
た

､
東

部

軍
容
考
卓

古
画
舘

に
附
せ

ら
射
た

白

石

の
専

甲

に
､

｢
先
か

喝
す

る
珊

オ
も

の
三

小
､
多

か

ら
手
と
せ
す

'
信
書

の
5
3
号
得

石
高

ヒ
宜

丁
H
L

雪

穴

(

閉
演

)
と

更
え

石
こ
と
か
ら

額
施

さ
れ

る

y
う

に

､
白

石

自
身

の
年

束
の
間
･駕

が
土
呂

ヒ
な

っ
て
本
書

は
出
舞

上

っ

た

も

の
と
着

(
ら

湖

ち

の

で
あ

り
J･
断

片

的
を

毛

の
i1
,g

3

Q

]=
P

ぎ
な

い
が

､
預
蕗

の
古
卦
砂
卦

(
綿
肺
射

て

考
ま

田
巻

(
解

離
撃

繁

が
3',
射
首

魁

は
し
坤
否
遠

か
ら

､
面
書

の
缶
板

は

､
石
ポ
乗

の

い
は
か
た

や
Jつ
と
､
兵

丈

の
帝
廉

と
は
貫

に

･
軍

書
寿

か
女

で
感

得

曝

書

は
そ

如

か

ら

出

を

モ

巧
と
解
す
ナ
o

こ
と
も
F'J
き
tt.B
が

､
号
刈
よ
リ
毛

､
尊

慮
.

の
尭
礎

は
別
と
し
て
J
白

石
水
貫
衛

の
満

っ
て

TC
巨
細
琴

ニ HiT



膏
和
書

に
取
り
入
別
声
二
)
と
か
,り
J
亨

っ
い
ふ
酷

似
か
生

か
だ
と
萌
す

ち
方
が
者
)/O
で
tfil
覇
寄
ま

い
丹
C

以
上
で
白
石
と

貞
女
と

の
′帝
僻
に
つ
い
て

の
考
察
署
帝

石
か
J
国
史

学
者

･
古
顔
研
究
家

ヒ
し
て
観
た
務
台

J
貴

女
Tは
'
白
石
と
百
草
を

と
く
に
平
由
等
胤
な
ど

と
帝
切
同

に
仕
哲
L
J
或

竜
碑

で
は
頑
埠
と
在

.C
て
tR
竃
と
鹿

部
楕

了Tli/
,つ
に
胃
,/C
L

三

白
石
と
南

新

…

天
田
商
彰

は
碓
歌
師
覇
山
人
と
L
T
､在
世
晴

ifJ
リ

1
艇

に
人
気

の
番
う
L人

､
貞
女

と
同
じ
く
蒸
帝
の

禄
V
U食

入
君

と
は
,工

ノモ
FU

b
,
1,I,
の
卑
今
持
場

や
御
暦

に
了
ぎ
f

,

I

の
ち
四
十
,ハ
才

刀
痕

､
宅
配
勘
定

に
常
進

-
た

モ
カ
刀
､

百
億
五
人
住
建

L

p,
,ハ
軽
禄

に
と
ど
ま

ハ′
E

b
知
議

の
芋

に
通
し

J.
人
権
モ
誘

っ
た
人
物

ヒ
し
て
は
)で
の
健
也

け
不

釣
合

の
感

が
あ
否
か

､
蟹
植
身
分

の
国
定
し
た
当
時

に
あ

ご
-
け
止
も
膏
七
才

い
こ
と
で
香

っ
た

｡
L
舟
し
て

-
さ

う

日
立
頂
席
下
-三

あ

っ
て
､
馨

澱
の
学
問
吟
味

に
虎
親

し

享
配
勘
定

に
屑
逢
し
え

千二
)と
は

､
雫
教

の
寄
倒

で
有
り

､,一
に
索
敵
そ

の
人

の
軍

刀
の
喝
物
で
あ

っ
た

の
で
あ

石
｡
こ
れ
が
南
畝

の
活
動

の
千
把
を
広

く
L
I
か

ハ
如
晃

を
増

し
貴

く
き

っ
か
け
宅
つ
く
る
(
Jti
l
に

モ
な

っ
た

わ
け

千
.
南
畝

の
台
石
寵
筒

が
深
く
な

り
･え
だ
の
毛

､
1
品

妄

扉
助
貯

(
の
早
準
か
有
力
な
靖
国
で
市

っ
だ
と
判
断
y
L
射

石
こ
と
で
蕎
言
I･

I
棟

J
軒
針
が
何
時
白

石
の
存

在

に
注

目
し
撹
め
た
か

LL
つ
い
て
は
･

今

の
と
〓
ろ
硝
缶

と
す
べ
き
も
の
け
な
い
｡

南
畝
詔

白
石
認
無

へ〃
碩

紺
と
し
て
は
､
膏

貝
で
け

､
帰
の

松
崎
親
藩
ヒ
帰
に
挙

手

'{
き
皆
瀬
藷
門

･
蕃
山
上
人

､
お

よ
び

友
J

の
岡
田
車

乗

が
あ

Ki･coj
南
蔀
か
観
海

の
門

tJニ
入

っ
た
FT,.
は
､
明
知
三
年

､
十
八
才

..S
t痔

の
事
で
お

ろ
が
､

観
溝
が
白
石

に
つ
い
て

-
軍
事

亡

(.
7
番
た
こ
と
は
l
璃

C)
T)
O
CJ

浅
常
山
の
東
金
籍
託

に
よ

っ
て
相
席

で
奉

†雪
=
い
ふ
ま
㍗

モ
な
く
蘭
滝
は
担
律
門

の
高

定
夫
宰
香
合

の
門
人
で
､
春

台
か
､り
白

石
に
つ
い
て
聞
く

と
(
)
弓
が
あ

っ
た
･r
し
い
(
)
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叶
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こ
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♂
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＼
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簸
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茂
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て
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藷
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瀬
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台
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膚
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倉
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葦
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T.Jの

人
物
首
韓

し
て
_

r
/I,
き.
リ

二
十

千
才

也
｣
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膏
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岡
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葺
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∂
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潰
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収
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右
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瀬
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滑
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濁
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蓮
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｣
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台
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♂
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鼻
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鉾
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草
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台
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膚
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滞
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･
題
雫
驚

異
言
猿

の
五

廟

で

一言
Lr
T義

朗

方
)
･
娼
年

の
六
蓄

熱
縁

の
面
影
雀
残

す
宅

の
と
括

嵐
N
射
ち
F
題
確

i
/R
り
で
あ

石

ぐ
(
)
の
CF

s:準

霜
は
〔
艶
麗

〕

右
白

T.I.産
室
手
書

土
照
t誓
町
霧
を
筆
写
≒

七
赤
字

草
賃
辰
i
.I.J
軒
軍
環

七

二
素
誓
書

碧
軽

く
甲
学
者

r
蕃

軍
備
十
?
牽
甲
帯

地

｡
草

炭

.仁

整

呼
軍

LTF
U
｡

Å
委
常

棺
.
天
下
士
不
乍
喜
連

葛
｡

-1.I.
..いq
一
路

;i･･.･･!I･･(,也

丁
.F,I柘
人
.!tJ/
下
B

何

),
I:(
･･

と

い
,I?
モ

招
､
東

尾

の
藷
は
南

紀
が
台

石
の
た
徳
天

皇
論

音
圧
て
八
代
将
軍
雲

芸

射
撃

kJ
蹄
糾
強
壮
簸

t
だ
も

の

と
解

し
て
為
る
こ
と
･.ift,連
嘉
せ
＼り
机
ち
b

舞
i,･り
t
'
南
敵

は
白

石
を
と
,つ
専

修
し
た

の
で
あ
､

り
う

か
｡

二

の
鼻

ヒ

つ
い
て
私
_ii)今

の
と

こ
ろ
未
索
な
見
萄

し

か
持
合
さ
l甥
い
び
､
南
敵

が
色

石
を
養
轟

し
て
禿
tL)
二
と

は

､
上
記

の
署
尊

の
亭
努
が
雄
和

字
学

生

と
幼
妻

ち
ほ
=:I,

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

に
1

守
れ
,り
に
お

い
T
tj
白
石
先
生

の
寮
解

を
用
f
t
･

(｢
O
Q
O

ゐ
る
-

､
半
日
困
許

‥
前
掲

㈹
)
に
お

い
て
､
櫨
楳

･

音

合

･
南

部

･
金
谷

､
度

割
等

の
法

号

と
兵

に
白

石

の
湊

守

-

蜜
清

慌
増
膏
雀
か
か
け

､
自
分

の
尊
岬
遁
錬

q
(
､
ま

た
春
畠

･
南
部
と
同
刊

に

弄
い
モ
虜

が
あ
る

の
.J5
'
そ

れ

t)
c
ー
･a

ヽ
ヽ

吉

元
す

p
ま
た
前
渇
眼

の
儀
JL1
せ
嶺

ヒ
TE
J
膏

石
を
同
東

ヽ禰

と
し
て

白
石
先
生

〔
名
tl.
撃

字

望

芸

､
三

等

-
竺

コ
と

考

し
･
勤

覇

■㌻
/小
寒
す

l,

七
塚

S
轟

､
善

居
晃
に
甲

き
て
､
は

じ
め
よ
り
韓
ヰ
こ
LJJ
tt
i/
に
記
侵

し
て
席
､り
刈

た

り
と
な

り
.･L

此
言
訴

し
く
な
石
誰

､
よ
く
iCL･
石
壁
.

な
蒔
く

な
ら
す
と
'
丈

の
い
は
れ
た

り

と
.:I:.J
｡
｣

と
述

･(
〔
純
増
翫
澗
碩

ヒ
瑚
trG{
)
､
香

警

衛
-
こ

て
は

､

青
年
時
代

､
河
村
某

(
瑞
撃

)
が
白

rtrq
の
芽

智

に
日
を

つ

け
･
蛮

(
費
は
詔
娘

)
を

動
あ
曇

ご
ん

と
L
ii
'
2

竺

｢

彼
等

ご
と
き
都
美

の
セ
青

め
と

ち
ヾ
さ
に
あ
わ
す

と
て
｣

堅
く
俸

遷

し
竺

主

音

尊

竺

-
禿
ろ

完

封
-Jpn大
)
｡
称

′リ
O
C)

名
世
謀

に
は
､
伺
亨
着

と

し
て
酵

雫
嘩
電
川
下
.
林

藤
山

･
山
崎
闇
斎

･
揮
巌

仁
斎

､
周
棄

溝

-
荻

生
韻
律

､
典
部
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南
部

二
二
LL.i云

膏

､
松
崎
鍋
完

-
細
東
左

沢

J
並

河
栄
泰

等
の
人

Ly
i
.･J
熊
上

汁
,り
TJ･t
i/
iIYJ
リ
∵
甘

加

え
..C.く
祖
練
にヽ

つ
い

て

の
記

事
が
多

い
C
で
あ

る
が
､

白

石
の
特
徴

書
風

チ

.＼∵

電
東
嶺

の
二
一
つ
に
お

い
て
頒

(
た

こ
と
は

,
南
畝

了

誓

心
霊
麦

田
Tハこ
｣
'-;
輯
擁
判

ヒ
な

し
之

9/
ら

.
前
者

の

早

.I.･=.I;,lit'I.二
Lf二

滋
二

軍

rト
軍

lJ
C
実
頑

の
串
判
畠

中

の
訟

｢

･lF･売

-
,･J

LL.
･J
苦

り

の
御
方

で
は

ご
ざ
ら

ぬ
L
と

野
廃

す

ヽ
＼

戸
主

)
,管

./
串
輯

-2i:-
;誓

T(

こ
F'
J
豪
華
感

の
､苧

モ
白

石

の
岩
牧

∵
一･

･･..･.

1･
t..

.
･･.
]

･･.
.I

.∴
.
.･

.票

｢･･
と
lLJ醸

し｣
･･J
../
拓
t(
.,
)卑
j:I.1
芹
■建
一t:j
Iな

い
J

き

き
L
T.･.1･.し
.jTi:.'1/
た

譲

り
'
南
畝
か
東

予
イ三

七

,t層

は了
加

Kr,
白
石

豊

.蛋
+iI
は
､
¥

の
笠

間
が
割
合

に
崇

か

っ
だ
q
(
､つ

で
あ

ス
rか
･巧
､
産

二

-
Y
の
轡
嘉

幸
二
汀
.I.'･Bi
い
て
ゐ
な

い
の

.は
き
球

で
東

予
L

.:･･J
)一J
･=･(:LJ"
-
て
毛
..
下
僚

に
,g
芝
を

い

と
は

い
へ
緩
it<i.'[･5
､一rC.壬

TIi.勘
黄

へ
昇
竜

･･)
え

に｣
こ
と
に
よ

二

＼

娘

政
商

･
･
6

:
棄
t'=&
鬼
面

二

六
京
蘭

の
他
等

ヒ
た

.'cT

三
惇
リ
得
た
こ
と
は

､
台

石
喪
載
せ

深
め
ろ
雫
磯

と
な

∩

を

と
居
は
水

石
〝
即
ち

､
膏
政
十

三
-
寺
触
元
年
に
大
阪

の
鋼
凄

艶
商

号
命

せ
､り
加
だ
一
こ
)
は

J
色

石

の
参

与

し
た

穀
貸
専
業

の
回
廊

に

つ
な
が

り
得

る
も
の
で
奇

石

し

(
餌

掲

仰

･
㈹
竺

1
書

､
参

照
)

､
女
化

元
年

の
長
盾

出

譲

-

外
貴

官
宮
原
肉

情

の
執
着

も

ま
た
､
蛍

石
の
対
外
政
常
逮

譲
膏

加
K
b
定
め
の
蝶

朴

と
与

る
価
額

で
あ

(ノ
た
と
見

､り
f

(lク
亭
)

石

の
で
あ

る

'
さ
わ

に

､
上火
化
五
年

に
な

っ
て

玉

川

麹
雫

孝
命
ピ
ーり
九

､
号

か
に
牢

眉

il
r小
水

た
こ
と
毛

､
円
高
上

に
泰

け
ち
台

石

の
薯
観

音
祖

雪
上

に
は
窟

喝
S
:
鑑
境

で
あ

っ
た

ヒ
尼
け
九

石
の
子

1.め
る
q

学

の
東

田
が
曙
ら

fT-
て
ゐ

ヽ
ヽ
ヽ

＼
ヽ

左

に
せ
よ
､
上
髭

の
ご
と
き
南
畝

の
白

石
ま
を

.む
は

J
変

は
南

畝
¥

の
人
妻
考

察

す

ち
蒔

､
偶

然
と
11は
層
は
丸
め

モ

の
か
あ

る

C

'

一

重

克
て
ば

J
卓

上F
の
舟
額

は
詩
人

に
粛

〈T
E

と
愚

,'J=
っ

二
九
_了
南
歓

の
笠

澄
言

問
潰

し

て
､
そ

の
岩
礁

が
嚢

等
tyJ

申

出に
お

い
た
⊥Y
等
寄

耳
で
あ

っ
た
(
)
と
か
､り

も
殖

易
さ

刈

る
水

､
官
撰

に
藷

人

と

し
て
の
天
分

に
恵

ま

れ

て
ゐ
た

～
-
と
は

'
そ

の
定
It#
あ

石
頂

刈
后
詩

歌
女
音

が
塵

証

す
K
b

レ
し
こ
う

で
あ

り
､
葛
崎

出

領

の
際

申

-
承

っ
た
窟

し
葉
激

＼
ヽ
ヽ

ヽ
＼

賛

が

､
南
畝
を
林
潰

し

て
東
都

の
害

,hl.右

-
と
し
た

こ
と

な

ど
も
､
そ

れ
壬
尊
書

寸

言

の
で
卒

り
Jつ
(
鯛
如

J<
如

聖

二

こ
の
番

人
と

し

て
の
天
豪

雪

J
を

へ
だ
真

二
申

敏

は
白

石

に
奴

ち
か

､
詩

風

モ
塵

詩

け
り
で
サ電
彰

有
岡
-iJ
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っ
す
す
｡
だ
か
ら

､
白

石
の
詩

は
南
畝

の
共
感

を
it
ん
だ

者

で
･
既
連

の

｢
愛

育
｣

の
藷

に
嶋
知
す
ち
と

い
,/?
呼
､つ

な

こ
し
J
も
起

り
え
だ
も

の
と
思
は
れ

る
｡
白
石
モ
青
年
時

代

i
-1は
俳
句

に
凝
り

､
壱
寮

と
せ
り
合

っ
た
二
と
も
あ

る

&
,つ
て
あ

石
が
､
の
ち
天
下
肩
肘
の
学
を
置

L
重
点

官雇

盛

の
方
面
に
移

し
た
こ
と
で
奉

っ
た
.
南
1%
の
席

合

モ

看

守

の
日
よ
り
大

宮
官
権

幸
し
､
雇
世
家
的
奮
戦
を
は

て
青
竜

軒
帯
た

ち
も
の
が
誘

っ
た
松
崎
親
藩

に
伸
幸

し
た
こ
と
で

萄
ち
か
､り
､
轟
か

を
政

治
象
的
活
動
香
恵
は
な

か
っ
た

と

は
い
/.J
き
れ
ま

い
が
J
的
詮
､

t
代
充

の
下
端
寝

入
の
地

位

で
は
､
学
才t
は
先

づ
寄

港

に
強

い
こ
と
で
t
姥

っ
て
)tJ

･山
碩
足
を
の
は
す

と
な
れ
は
､
詩
女
の
方

面
に
軒

い
て
了

否
よ
り
ほ
か
な

か

っ
た
と
寿

(
ら
加
石

の
で
あ

る
.
南
畝

の
正
史
等
が
､
結
届
け
好
事
家
的
知
識

の
集
積

に
終

っ
た

の
毛
､
白

石
の
q
,
Jつ
に
高
所

に
訴

い
て
時
苛

に
た
す

き
は

り
毒
な
か

っ
た
こ
と

に
よ
る

モ
の
で
あ
ら
,つ
b

南
畝

の
圧

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

延
告

に
つ
い
て

l
言

附
加

へ
否
と
､
錦
蜜

に
着

地

の
亨
と

い
､二
三
宣
言
頻

用
し

て
ゐ
ち
こ
と
が
誘
石

｡

*
/
丸
は
支

北

上
ハ
奉

の
玉
昌
麹
視

の
噂

の
こ
と
で

'
元
B
に
｢
今
宜
考
柾

の
羊

S
は
じ
あ
を

ち
.{
L
L
と
日
蝕

に
書

き
つ
け

て
屠
る

の
か
そ

れ
で
あ
三

滴
軸
f
物
簡
電
〕

o
こ
の
績
『

泉

谷

畢

牒
康

』

以
下
藷
寵
簡
☆
音

の
嶺

首
東

は
宛
1
歳

は
苦

し

､
ま

た
光

明
寺

の
板
廟

の
整

理
査

ヒ
モ
守
っ
て

為

る

C
･P

の
寓
T
6L

二
様

_二
転
和
さ
れ
得
る
毛

の
､
そ

の
一.
つ
と
し
て

こ
の
頃
か
ら
南
畝
の
正
史
学

的
帝
旭
が

一
得
深
ま

っ
だ
と

音

へ
ち
こ
と
が
で
き
否
が
､
も
し
二
九
を
と
れ
ば
非
常

に

恵

味
の
布
石
吉
葉

と
ttL,b
ち
O
周
詠
に
､
革
唖
の
台

石

の
建

議
類
書
尊
は

､
こ
の
女
化
｣ハ
茸
よ
り
は
十
定
積

の
こ
と
で

市
･p
,
i

貢
鎧

に
､
色

石
と
南

畝
と

の
若
び
つ

き
亡
槻
L

､
慮
外

知
識

の
確

硝
石
挙
げ
よ
う

｡
白
石

望
t7
信
者
略
し

tJ
J
南

畝
を
晃
ち
と
､
貴
癒
出
幕

に
よ

こ

,･･巻
時
代
人
と
し
て
は

珍
､り
し
い
鐘

に
多

く

莞
蘭
し

､
ま

た
巷
港

外
屈
人

に
モ

会

っ
て
諮
る
｡
f
J判
は

一
時
的
KL(,
が
ら
長
崎
奉

行
所

(
敬

萌

し
た
比
上
当
窯

の
こ
と
で
は
窮
ち
か
J
時

値
か
モ

ロ
シ

ャ
人
-ira
長
路

ヒ
入
表

し
た
た
め
､

b
ン
マ
の
棲
帝

レ
サ

ノ

フ

(
南
畝

ifil
T
L
す.
ノ
;･1
L

L

と
L

写
し
て
ゐ
石

)
と
会

見

L
,
埠
手
首
す
る

と
い
;-<
機
会
壬
痔

ちえ
て
禿
石
｡
前

憩

の
濁
り

､
雇

人
と
は
時

分
親

し
く
竜

は

っ
て
tk)
リ
､
ま

た

オ

ラ
ン
ダ
人

に
モ
食

っ
て
布
石
が

､
ユJ息
史
書
鬼

の
書

- 24-



筒

に
唐

人

･
蛮
人

(
オ

ラ
ン
ダ
人
)

･

ロ
ン
々

人

に
つ
い

て
の
細
象
を
比
較

し
な
が
-り
書

き
記
し
て
ゐ
石

の
は
､
当

時

の
人

の
廃
棄
と
し
て
興
味
が
布

石
の
定
吉
好

の
書
簡

〔

熊
聖
f
頚

叶
巴

に
fC
い
て
J
同
月
十

八
日
レ
ザ

ノ
フ
と

題
孝

L
tLJ
(
)
と
蔓
比
較

的
詳

し
く
記

し
た
績

､

｢
斑

々
鰐

奇
着

_

'
他
奇
手

に
凄
ふ
孝
と
､
生
産

の
末
寺

､
大
樹
甥

そ

至

に
て
､
痛
覚
も
何
モ
平
癒

い
た
し
候
｡

可

月
｣
と
書

き
加

へ
た
こ
と
は

t
周
知
根

知

緬
罷
)
･
白

石
が
シ

ト
ケ

と

の
会
見
香

川
て

｢
t
生

の
寄
合

L
と

い

っ
た

の
言
想
直

さ
せ
る
毛

の
で
帝
石

｡
白
石
il
軽

JJ(
加
ば

J
南
畝

の
海
外

記
者
は
断
片
的

の
も

の
で

､
嘆
的
意
義

に
お

い
て
比
鞍

に

な
ら

ぬ
も
の
で
は
布

石
が
~
例

へ
ば
J
オ

ラ

ン
ダ

に
つ
い

て
の
知
識
を
見
ち
と
､
そ
Jt
Td_
嶺
亨

の
今
村
金
女

帝
蔓
通

じ
て
得

た
毛
の
ら

し
く
.
才

ラ

ン
チ
高
嶺
内
部

の
こ
と
を

悔
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